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第 79 回国民スポーツ大会競技別会期最終（案）について 
 

令和４年 7 月 14 日（木）開催の公益財団法人日本スポーツ協会の令和４年度第３回国体委員        

会・理事会において、本県の開催地決定に伴い、大会会期は「令和７年９月 28日（日）～10 月８日

（水）＜11 日間＞」と決定された。これにより、第 79回国民スポーツ大会競技別会期最終（案）を

作成した。 

 

 

１ 競技別会期について 

正式競技、特別競技ならびに公開競技の競技別会期は、別添「第 79回国民スポーツ大会（わ

た SHIGA 輝く国スポ）競技別会期最終（案）」のとおり。 

なお、総合閉会式と陸上競技の最終日を同日開催で考えてきたが、新型コロナウィルス感染症

対策等を考慮し、総合閉会式を単独開催することとした。 

 

 （１）正式競技・特別競技 

○大会会期に開催する競技 

 正式競技 34 競技 

 特別競技  １競技 

 

   ○大会会期前に開催する競技 

     正式競技  ４競技 

      会期前期間① 令和７年９月６日（土）～15日（月）＜10日間＞ ３競技 

      会期前期間② 令和７年９月 21日（日）～25 日（木）＜５日間＞ １競技 

 

 （２）公開競技 

   ７競技    

 

２ 今後の競技別会期決定のスケジュールについて 

   令和４年８月７日（日）開催予定の滋賀県開催準備委員会の第 12回常任委員会で競技別会期

最終（案）を決定する。 

   決定された最終（案）を公益財団法人日本スポーツ協会へ提出し、令和４年 12 月頃の国体委

員会で諮られ、第 79回国民スポーツ大会競技別会期が決定される。 

 

審議事項（１）－１ 
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　第79回国民スポーツ大会（わたSHIGA輝く国スポ）競技別会期最終(案）

28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

（仮称）金亀公園陸上競技場 ◎

（仮称）金亀公園陸上競技場 ◎

全種別 彦根市 （仮称）金亀公園陸上競技場 ○ ○ ○ ○ ○

東近江市総合運動公園布引陸上競技場 ○ ○ ○

京セラ株式会社滋賀八日市工場総合グラウンド ○ ○

少年男子 守山市 野洲川歴史公園サッカー場（ビッグレイク） ○ ○ ○ ○ ○

少年女子 大津市 皇子山総合運動公園陸上競技場 ○ ○ ○ ○

少年女子 大津市 伊香立公園芝生グラウンド ○

少年女子
少年男子

甲賀市 甲賀市水口スポーツの森陸上競技場 ○ ○ ○

全種別 大津市 大石緑地スポーツ村テニスコート ○ ○ ○ ○

全種別 大津市
関西みらいローイングセンター
（滋賀県立琵琶湖漕艇場） ○ ○ ○ ○

成年男子 草津市 草津市立総合体育館 ○ ○ ○ ○

成年女子 草津市
YMITアリーナ
（くさつシティアリーナ） ○ ○ ○ ○

少年男子 近江八幡市 近江八幡市立運動公園体育館 ○ ○ ○ ○

少年女子 守山市 守山市民体育館 ○ ○ ○ ○

成年男子 大津市 滋賀アリーナ ○ ○ ○ ○

成年女子 野洲市 野洲市総合体育館 ○ ○ ○ ○

少年男子 大津市 滋賀アリーナ ○ ○ ○ ○ ○

少年女子 草津市
YMITアリーナ
（くさつシティアリーナ） ○ ○ ○ ○ ○

女子 〇 〇

全種別 大津市 大津市柳が崎特設セーリング会場 ○ ○ ○ ○

成年男子
成年女子

彦根市スポーツ・文化交流センター　 ○ ○ ○ ○ ○

少年女子
彦総グリーンアリーナ
（彦根総合高等学校体育館） ○ ○

少年男子 あづちマリエート ○ ○ ○ ○ ○

少年男子
少年女子

近江八幡市立運動公園体育館 ○ ○ ○ ○

全種別 長浜市 長浜市民庭球場 〇 〇 〇 〇

全種別 野洲市 野洲市総合体育館 ○ ○ ○ ○ ○

近江八幡市 近江八幡市立運動公園野球場 ○

草津市 草津グリーンスタジアム ○ ○

守山市 守山市民球場 ○ ○

甲賀市 甲賀市民スタジアム 〇 〇 〇

東近江市 東近江市ひばり公園湖東スタジアム ○ ○ ○ ○

日野町 大谷公園野球場 ○ ○

全種別 大津市
ウカルちゃんアリーナ
（滋賀県立体育館） ○ ○ ○ ○

成年男子 東近江市 東近江市総合運動公園布引多目的グラウンド ○ ○ ○

高島市今津総合運動公園第１グラウンド ○ ○ ○

高島市今津総合運動公園第２グラウンド ○ ○ ○

少年男子 草津市 草津市立野村運動公園グラウンド ○ ○ ○

守山市民運動公園ソフトボール場 ○ ○ ○

守山市民球場 ○ ○ ○

全種別 大津市 滋賀アリーナ ○ ○ ○ ○

全種別 彦根市 彦根市スポーツ・文化交流センター ○ ○ ○ ○

25m 成年男子 大津市 滋賀県警察学校射撃場 ○ ○ ○

全種別 湖南市 湖南市総合体育館 ○ ○ ○剣道

○ ○ ○ ○能勢ライフル射撃場

バドミントン

弓道

ライフル射撃

50m、10m

BR、BP

全種別

少年男子
少年女子

県外

少年女子 守山市

ソフトボール

成年女子 高島市

〇 〇 〇

フェンシング

柔道
成年男子

女子
少年男子

長浜市 長浜伊香ツインアリーナ

○ ○ ○ ○○馬術
成年男子
成年女子

少年
県外 三木ホースランドパーク（予定）

〇 〇 〇相撲
成年男子
少年男子

長浜市
長浜バイオ大学ドーム
（滋賀県立長浜ドーム）

ハンドボール

彦根市

近江八幡市

ソフトテニス

卓球

軟式野球 成年男子

○○ ○ ○ ○

セーリング

ウエイトリフティング
成年男子

女子
少年男子

高島市 滋賀県立安曇川高等学校体育館

〇 〇〇 〇

バスケットボール

レスリング

成年男子
少年男子

栗東市 栗東市民体育館

バレーボール ６人制

○○ ○ ○ ○ボクシング
成年男子
成年女子
少年男子

東近江市 東近江市能登川アリーナ

○ ○ ○ ○ ○
少年男子
少年女子

○ ○ ○○

ホッケー

成年男子
成年女子

米原市

OSPホッケースタジアム
（滋賀県立伊吹運動場）

米原市伊吹第１グラウンド

テニス

ボート

陸上競技

サッカー

成年男子 東近江市

９月 10月

総合開会式
彦根市

総合閉会式

【正式競技・特別競技】

競技名 種目 種別 会場地 競技会場

競技日程

審議事項（１）－２
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　第79回国民スポーツ大会（わたSHIGA輝く国スポ）競技別会期最終(案）

28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

９月 10月

【正式競技・特別競技】

競技名 種目 種別 会場地 競技会場

競技日程

審議事項（１）－２

成年男子 ○ ○

女子 ○ ○

少年男子 ○ ○ ○ ○

リード 全種別 ○ ○ ○

ボルダリング 全種別 ○ ○ ○

スプリント 全種別 東近江市 伊庭内湖特設コース ○ ○ ○ ○

スラローム ○ ○

ワイルドウォーター ○ ○

全種別 愛荘町 愛荘町スポーツセンター秦荘グラウンド ○ ○ ○

全種別 大津市
ウカルちゃんアリーナ
（滋賀県立体育館） ○ ○ ○

全種別 滋賀県他 ラピュタボウル彦根 ○ ○ ○ ○ ○

成年男子 栗東市 琵琶湖カントリー倶楽部 〇 〇 〇

女子 東近江市 名神八日市カントリー倶楽部 〇 〇 ○

少年男子 甲賀市 べアズパウ ジャパン カントリークラブ 〇 〇 〇

硬式 ー 大津市
マイネットスタジアム皇子山
（皇子山総合運動公園野球場） ○ ○ ○

ー 甲賀市 甲賀市民スタジアム 〇 〇 〇

ー 高島市 高島市今津総合運動公園今津スタジアム ○ ○

競技数（会期中：35競技）　＜前半：19競技、後半：16競技＞

【正式競技（会期前①実施競技）】

6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

競泳 全種別 ○ ○ ○

飛込 全種別 ○ ○ ○

アーティスティック
スイミング 少年女子 〇

競技 全種別 ○ ○ ○ ○

競技数（会期前①：3競技）

【正式競技（会期前②実施競技）】

19 20 21 22 23 24 25 26 27

金 土 日 月 火 水 木 金 土

競技数（会期前②：1競技）

【公開競技】

全種別 近江八幡市 近江八幡市立運動公園体育館 9 月 6 日 （土） ～ 9 月 7 日 （日）

男子・女子 長浜市
長浜バイオ大学ドーム
（滋賀県立長浜ドーム）

9 月 6 日 （土） ～ 9 月 7 日 （日）

全種別 野洲市 野洲市総合体育館 8 月 30 日 （土） ～ 8 月 31 日 （日）

全種別 栗東市 栗東市民体育館 9 月 20 日 （土） ～ 9 月 21 日 （日）

男女共通 甲賀市 甲賀市水口スポーツの森 9 月 13 日 （土） ～ 9 月 14 日 （日）

成年男子・
成年女子

草津市
YMITアリーナ
（くさつシティアリーナ）

9 月 20 日 （土） ～ 9 月 21 日 （日）

全種別 守山市 守山市民体育館 8 月 23 日 （土） ～ 8 月 24 日 （日）

競技数（7競技）

バウンドテニス

エアロビック

競技日程

綱引

ゲートボール

武術太極拳

パワーリフティング

グラウンド・ゴルフ

競技（種目） 種別 会場地 競技会場

○ロード・
レース

成年男子
女子

少年男子
東近江市 東近江市特設ロードレースコース

○ ○ ○ ○

９月

自転車

トラック・
レース

成年男子
女子

少年男子
県外 向日町競輪場

競技日程

競技名 種目 種別 会場地 競技会場

○ ○○ ○バレーボール
ﾋﾞｰﾁﾊﾞﾚｰ
ﾎﾞｰﾙ

少年男子
少年女子

長浜市 豊公園自由広場特設会場

○トランポリン
男子
女子

○ ○
体操 大津市 滋賀アリーナ

新体操
少年女子
少年男子

○
オープン
ウォーター
スイミング

男子
女子

長浜市 長浜市南浜地先特設会場

○ ○ ○ ○
水泳

草津市 （仮称）草津市立プール
水球

少年男子
女子

９月

競技会場

競技日程

高等学校野球
軟式

競技名 種目 種別 会場地

○

ボウリング

ゴルフ

トライアスロン
成年男子
成年女子

近江八幡市 近江八幡市特設トライアスロン会場

○ ○ ○なぎなた
成年女子
少年女子

彦根市
パナソニック株式会社くらしアプライ
アンス社彦根工場多目的ホール

○○ ○

アーチェリー

空手道

銃剣道
成年男子
少年男子

高島市 新旭体育館

カヌー
成年男子
成年女子

大津市 瀬田川特設カヌー会場

スポーツクライミング 竜王町 竜王町総合運動公園

ラグビーフットボール 滋賀県他 滋賀県希望が丘文化公園
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わたSHIGA輝く国スポ 競技別会期について （令和２年５月12日第９回競技運営専門委員会資料） 

 

 

１ 基本的な考え方 

(1) 総合開・閉会式への参加及び配宿を考慮し、競技数の前・後半での偏りがないよう配置する。 

  (2) 最終日に実施する競技は、総合成績算出との関係から午前中に競技が終了できることを基本と 

する。 

(3) 複数の競技を実施する市町の運営面の負担等を考慮する。 

(4) 複数の競技を実施する競技会場については、会場の準備期間等を考慮する。 

 

２ 正式競技・特別競技の会期設定に係る主な配慮事項 

 (1) 総合開・閉会式について 

①  総合開会式を実施する第１日目には、原則として競技会を実施しない。 

   ②  総合閉会式での総合成績（天皇杯・皇后杯）算出・発表の業務上、第11日目の競技会は、決 

勝戦が11時00分までに完全に終了することとする。 

  

  (2) 複数競技の開催について 

  ①  複数競技を開催する会場地市町においては、原則として、前期と後期に開催する競技数、 

参加人員、宿泊数が概ね均等になるように配慮する。 

   ②  会場設営に時間を要する競技については、前期に配置する。 

   ③  同一会場で複数競技を開催する場合は、会場転換のために、原則として、各競技会期の間を 

１日間空けるように配慮する。 

 

  (3) 会期前開催について 

①  競技会運営上（選手の健康面含む）、特に気温・水温等の気象条件に左右される競技は、その 

競技の特性を配慮し配置する。 

②  水泳競技については、第64回新潟国体から先行開催が決定（平成18年12月20日第４回国民体育大会委

員会の決定事項）され、９月中旬までに実施する。 

   ③  他競技の会期前開催日程は、原則として水泳競技に合わせて開催する。 

 

  (4) 特に配慮が必要な競技について 

①  自転車競技のロードレースやトライアスロン競技は、一般公道の交通規制が必要となるため、

交通事情等から日曜日に開催するよう配慮する。 

②  陸上競技は後半（最終日が第11日目となるよう）に配置する。 

 

(5) その他 

①  第２日目以降の10日間を前期と後期に区分し、実施競技数及び参加人員が、概ね均等となる 

ように配置する。 

  ②  各競技の役員・選手数に対する宿泊可能数を考慮した配置にする。 

③  トップアスリートが参加しやすいように、国民スポーツ大会前後の各種世界・全国大会時期に

配慮する。 

 

３ 公開競技の実施時期（会期）について【国民体育大会開催基準要項より】 

(1) 大会開催年度４月１日以降大会会期内までに開催すること。（総合開・閉会式当日を除く） 

(2) 競技会の会期は４日間を上限とする。（公式練習は期間内に含む） 

(3) 正式競技、特別競技に支障のない範囲で実施すること。 

 

審議事項（１）参考資料 
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第７９回国民スポーツ大会自衛隊協力要請基本方針（案） 

 

１ 趣 旨 

第 79回国民スポーツ大会の運営に万全を期するため、自衛隊に協力を要請することとし、その基

本的事項を定める。 

 

２ 協力要請の範囲 

協力を要請する範囲は、競技会の運営に関する次の事項を基本とする。 

（１）通信に関すること 

（２）輸送に関すること 

（３）医療および救急に関すること 

（４）会場内外の整理に関すること 

（５）その他競技会の運営に関すること 

 

３ 協力要請期間 

協力要請期間は、協力要請業務の遂行上必要な期間とする。 

 

４ 協力要請手続き 

協力要請の手続きは、次により進める。 

（１）協力要請計画書案の提出 

協力を要請する会場地市町は、関係競技団体と協議、調整のうえ、協力要請計画書案を作成

し、第79回国民スポーツ大会・第24回全国障害者スポーツ大会準備（実行）委員会（以下「県

準備（実行）委員会」という。）に提出する。ただし、県外・県市町共催等競技は、県準備（実

行）委員会において協力要請計画書案を作成する。 

（２）協力要請計画書の作成 

県準備（実行）委員会は、４（１）の協力要請基本計画書案について、自衛隊および会場地市

町と協議、調整のうえ、協力要請計画書を作成する。 

（３）協力要請 

協力要請計画書に基づき、県準備（実行）委員会会長は防衛大臣に対し、協力を要請する。 

（４）協定締結 

県準備（実行）委員会は、協力要請後、自衛隊と協力に関する協定を締結する。 

 

５ 業務分担 

県準備（実行）委員会と会場地市町との業務分担は、概ね次による。 

（１）県準備（実行）委員会が分担する業務 

ア 自衛隊および関係機関との連絡、調整ならびに協力要請計画書の作成 

イ 自衛隊への協力要請および協定締結 

ウ 全般的な協力要請に係る自衛隊への物品の提供および便宜供与 

エ 県外・県市町共催等競技の（２）アからエに係る業務 

（２）会場地市町が分担する業務 

ア 関係競技団体との連絡、調整および協力要請計画書案の作成 

イ 協定締結に基づく競技種目別覚書の交換 

ウ 自衛隊との細部事項に係る連絡および調整 

エ 競技種目別協力要請業務に係る自衛隊への物品の提供および便宜供与 

 

６ 経費負担区分 

県準備（実行）委員会および会場地市町は、前項の業務分担に基づき必要な経費をそれぞれ負担

する。 

 

７ その他 

この方針に定めるもののほか、自衛隊への協力要請に関して必要な事項は、別に定めるものとす

る。 

審議事項（２） 
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第 79 回国民スポーツ大会 自衛隊協力要請意向調査まとめ 
（Ｒ４年７月７日現在） 

会場地 競技名 会 期 競技会場 
リハ大会 

要請希望 

本大会 

要請希望 
要請項目 備  考 

大津市 ボート 後 半 

(前半は会場

設営) 

関西みらい 

ローイングセンター 

（滋賀県立琵琶湖漕艇場） 

無 有 ウォーターマン  

 

ライフル射撃 

 

後 半 滋賀県警察学校 

射撃場（CP） 

有 有 標的・副標的交換業務 リハーサル大会【予定】R6 年 9月 14～15 日 

2024 年度全国センター・ファイア・ピストル射撃競技大会、兼わた

SHIGA 輝く国スポライフル射撃（25m）競技リハーサル大会 

セーリング 

 

【検討中】 

前 半 大津市柳が崎特設 

セーリング会場 

有 

【検討中】 

有 

【検討中】 

水難者の救助 

 

※自衛隊以外で対応となる可能性あり【検討中】 

リハーサル大会【予定】R6 年 9月 14～23 日 

全日本実業団ヨット選手権大会・全日本セーリングスピリッ

ツ級選手権大会・全日本セーリング選手権大会 

カヌー 

（SL、WW） 

【検討中】 

後 半 

(前半は会場

設営) 

瀬田川特設 

カヌー会場 

有 

【検討中】 

有 

【検討中】 

艇の輸送（WW） ※自衛隊以外で対応となる可能性あり【検討中】 

リハーサル大会【予定】R6 年 10 月 25～27 日 

国民スポーツ大会カヌー競技（カヌースラローム・カヌーワイルドウオーター）

リハーサル大会兼瀬田川カヌースラローム・カヌーワイルドウオーター大会 

高島市 銃剣道 後 半 

(前半は会場

設営) 

新旭体育館 有 有 ・会場準備及び会場 

・競技運営補助 

※要請項目は先催県参考 

・先催県では競技役員と 

なっている。 

リハーサル大会【予定】R6 年 9月 15 日 

近畿地区国体選手強化錬成大会（仮称） 

兵庫県 

三木市

（予定） 

馬 術 後 半 

(前半は会場

設営) 

三木ホースランド 

パーク（予定） 

有 有 障害物の設置、点検、保

守および撤去 
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年度 県 会場地市町 県競技団体 自衛隊

2021
（4年前）

2022
（3年前）

2023
（2年前）

2024
（1年前）

2025
（開催年）

※このスケジュールは、必要に応じて改訂する。

自衛隊協力要請業務の流れ

わたＳＨＩＧＡ輝く国スポ （第79回国民スポーツ大会）

業務内容・スケジュール検討

自衛隊協力要請希望調査

自衛隊協力要請基本方針策定

自衛隊協力要請計画書（案）

作成依頼

回答

回答

協力

協力

自衛隊協力要請計画書作成

支援部隊選定依頼
支援部隊決定

自衛隊協力に係る競技別合同会議

（自衛隊、県競技団体、会場地市町、県）＊必要に応じて開催

競技別リハーサル大会協力要請計画書

（案）作成依頼

競技別リハーサル大会協力要請計画書

取りまとめ

競技別リハーサル大会協力要請に係る

協定書（案）の作成

競技別リハーサル大

会協力要請計画書
各支援部隊

覚書（案）作成 各支援部隊

競技別リハーサル大会協力要請に係る協定書締結・覚書交換

（自衛隊⇔県、自衛隊⇔会場市町）

競技別リハーサル大会支援・協力

本大会協力要請計画書（案）作成依頼

本大会協力要請計画書

提出・取りまとめ

本大会協力要請に係る

協定書（案）作成

防衛大臣へ本大会協力依頼

（本大会協力要請計画書添付）

本大会協力要請

計画書

覚書（案）作成

各支援部隊

各支援部隊

本大会協力要請に係る協定書締結・覚書交換

（自衛隊⇔県、自衛隊⇔会場地市町）

各支援部隊

各支援部隊
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競技名 2017
愛媛

2018
福井

2019
茨城

2020
鹿児島

2021
三重

支援内容 隊員数
（鹿児島計画）

ボート ○ ○ ○ ○ 水上監視、救助など 27人

レスリング ○ 競技運営支援 18人

セーリング ○ ○ ○ ○ 海面監視、救助など 44人

自転車 ロード ○ 落車時の救助搬送など 55人
（愛媛計画）

馬術 ○ ○ ○ ○ ○ 障害物の設置・撤去、救助など 60人

ライフル射撃 CFP
○ 標的交換補助など 25人

（愛媛計画）

カヌー
SP ○ ○ ○ 救助搬送、審判艇の操縦など 13人

SL／WW ○ ○ 救助搬送、競技艇の運搬など 21人

銃剣道 ○ ○ 会場設営・撤去、進行補助など 45人

トライアスロン ○ ○ 救助搬送など 4人

６ ５ 3 ８ ３

先催県の協力要請競技
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「自衛隊協力要請」関連法令 

 

 

１ 協力の根拠 

（１）自衛隊法第 100 条の 3（運動競技会に対する協力） 

   防衛大臣は、関係機関から依頼があつた場合には、自衛隊の任務遂行に支障を 

  生じない限度において、国際的若しくは全国的規模又はこれらに準ずる規模で開 

催される政令で定める運動競技会の運営につき、政令で定めるところにより、役 

務の提供その他必要な協力を行なうことができる。 

 

（２）自衛隊法施行令第 126 条の 12（運動競技会の範囲） 

   自衛隊法第 100 条の 3に規定する政令で定める運動競技会は、次の各号に掲げ 

るものとする。 

 

一 オリンピック競技大会 

二 アジア競技大会 

三 国民体育大会 

四 ワールドカップサッカー大会 

 

 

 

２ 協力の範囲 

  自衛隊法施行令第 126 条の 13（運動競技会の運営についての協力の範囲） 

自衛隊法第 100 条の 3の規定により運動競技会の運営について協力を行なうこ

とができる範囲は、次の各号に掲げるとおりとする。 

 

一 式典に関すること。 

二 通信に関すること。 

三 輸送に関すること。 

四 奏楽に関すること。 

五 医療及び救急に関すること。 

六 会場内外の整理に関すること。 

七 前各号に掲げるもののほか、運動競技会の運営の事務に関すること。 
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３ 費用の負担区分 

自衛隊法施行令第 126 条の 14（運動競技会の運営についての協力に要する費用の

負担区分）自衛隊法施行令第 124 条の規定は、自衛隊法第 100 条の 3の規定により運 

動競技会について協力を行なう場合の費用の負担区分について準用する。 

 

  （参考）自衛隊法施行令第 124 条 

第百二十二条の規定による土木工事等の実施に必要な費用のうち、次の各号 

に掲げるもの以外のものは、当該土木工事等の委託及び実施を申し出た者（以 

下「申出者」という。）が負担するものとする。 

一 隊員の給与（旅費を除く。） 

二 隊員の糧食費 

三 自衛隊の車両、航空機、船舶、機械及び器具の修理費 

 

【主催者側の主な負担の具体例（過去の国体参考）】 

・旅費（現地等視察、関係機関連絡調整等） 

・通信費（関係機関連絡調整等） 

・有料道路通行料 

・協力期間中の宿舎借上料 

・協力期間中の駐車場使用料 

・諸資材（標識等）購入費 

・車両用燃料費 

・事務用消耗品費等 
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報 告 事 項 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 
競技役員等の養成状況について 

 

１ 令和３年度事業報告 

  「第 79 回国民スポーツ大会・第 24 回全国障害者スポーツ大会 競技役員等養成基本方針」

および「同基本計画」に基づき、平成 28 年度より計画的に競技役員等の養成を進めてきた。 

令和３年度においては、競技団体の役員養成事業に対する支援を継続するとともに、滋賀国

スポの 1年順延や新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、養成計画の見直しを行った。 

 

（１）実施内容 

 ①県競技団体での実施内容 

  ア 資格取得、資格維持および資質向上のため、中央競技団体等が主催する講習会・審

査会等へ競技役員従事見込者を派遣 

 イ 資格取得、資格維持および資質向上のため、県内講習会・審査会等を開催 

 ウ 先催大会（リハーサル大会・本大会）の運営視察のための派遣 

エ 競技役員等に関する養成計画等の見直し 

 

 ②準備委員会での実施内容 

ア 競技団体が①ア、イ、ウの事業を実施するため要した経費について、当該団体に対

して補助金を交付 

 イ 競技役員等に関する養成計画等の更新調査および競技団体へのヒアリングの実施 

   ウ 競技役員等養成事業補助金交付要綱および交付実施要領の次年度へ向けた改正（会

長押印欄の削除、消費税等仕入控除税額に関する規定追加、補助金精算払請求書の

提出省略、補助上限額の見直しなど。） 

 

（２）養成状況 

    平成 28 年度に策定し、平成 30 年度に見直しを行った養成計画に基づき、審判資格取

得等の役員養成に取り組んだ。平成 30 年度から国スポ開催時までの養成目標数を 1,120

人とし、令和 2年度までに 517 人養成した。令和 3年度には 254 人が新たに資格を取得

したが、これは、当該年度の目標数 294 人には届かなかったものの、前年度の資格取得

人数 126 人を大きく上回っており、新型コロナウイルスの影響で国体や資格取得にかか

る研修会等が中止されるなか、工夫して役員養成に取り組んでいる競技団体も見られ

た。 

 

（３）進捗状況の分析 

   国スポの資格取得の状況は、競技別にみると養成の進捗にはかなり差がある。 

・既に養成が必要ない団体もあれば、不足数が多い団体もある。 

・人員不足により養成に苦慮されている競技団体がある。 

報告事項（１） 
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・新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のため、大会や講習会・審査会等が中止とな

り養成の機会を喪失した競技団体が多くある。 

（競技役員等養成事業が廃止となった競技団体 11 団体） 
・養成数の多い競技団体は、外部講師招聘による県内講習会や web を利用しての開催、

近隣府県で開催される講習会への積極的参加など、受講者が参加しやすい取り組みを

進めている。 

・現役の大学生に資格取得を促すなどの工夫をしている競技団体や、補助金を利用せず

独自で多くの資格取得者を養成している競技団体もある。 

 

   

２ 令和４年度事業計画 

（１）実施内容 

 ①県競技団体での実施内容  

  ア 資格取得、資格維持および資質向上のため、中央競技団体等が主催する講習会・審

査会等へ競技役員従事見込者を派遣 

 イ 資格取得、資格維持および資質向上のため、県内講習会・審査会等を開催 

 ウ 先催大会（リハーサル大会・本大会）の運営視察のための派遣 

  エ 新型コロナウイルス感染症の影響や競技ルールの変更等による養成計画の見直し 

      (令和 3年度見直し数) 

 養成目標数 R3 R4 R5 R6 R7 

資格取得  795 人   266 人   319 人 264 人 281 人 25 人 

資格維持 

資質向上 
  491 人   756 人 911 人 1,003 人 834 人 

       

 ②準備委員会での実施内容 

  ア 競技団体が①ア、イ、ウの事業を実施するために要した経費について、当該団体に

対して補助金を交付 

  イ 競技団体の役員養成状況を把握し、必要に応じて養成計画の見直しを依頼 

ウ 競技役員等養成事業補助金交付要綱および交付実施要領の次年度へ向けた改正 

 

 

３ 評価と今後の対応 

依然として、新型コロナウイルス感染症の影響により中止や延期となる養成事業が多く、令

和３年度末の養成実績としては、計画どおりに進んでいない状況であるが、開催年が１年順延

されたことも踏まえ、年次別養成計画の見直し調査を実施し、養成状況の把握に努めた。 

令和４年度においては、今まで以上に年次ごとの養成目標数を意識して「競技役員等養成事

業」と「開催準備活動支援事業」の補助事業を行い、国スポ開催時に必要な審判員・要資格運

営員の養成と各競技の開催準備業務が円滑に進むよう、競技団体に対し補助金による支援を

行う。また、新型コロナウイルス感染症の影響等による事業の変更や追加に対して、柔軟な対
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応を行いながら補助金の有効活用を促していく。 

コロナ禍においても順調に役員養成を進めている競技団体もあることから、そのような競

技団体の取り組みを養成に苦慮している競技団体に拡充していけるよう適切なアドバイスを

行う。 

また、資格の有効期間や定年の延長、資格の更新時期の猶予などについて、県競技団体から

中央競技団体への働きかけと連携しながら、県内の現有資格者を維持できるよう努めていき

たい。 
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県　内
必要数

開催時
従事
見込数

H30年時
不足数

H30年時養
成

目標数

H30～R2
資格取得
者数

R２末
不足数
（目標比）

R3年
見直し時
養　成
目標数

R3資格取
得者数

R３末
不足数

① ②
③=
①-②

④
⑤=
③-④

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

1 陸上競技 483 483 65 418 299 119 156 52 104 223 11 212

2-1 水泳（競泳・共通） 222 165 19 146 126 20 27 18 9 3 1 2

2-2 水泳（ＡＳ） 76 64 19 45 1 44 58 0 58 0 0 0

2-3 水泳（水球） 112 92 36 56 10 46 61 0 61 88 0 88

2-4 水泳（飛込） 64 46 23 23 1 22 30 0 30 0 0 0

2-5 水泳（ＯＷＳ） 33 31 11 20 1 19 25 6 19 12 0 12

3 サッカー 527 144 101 43 32 11 17 5 12 4 0 4

4 テニス 174 74 0 74 23 51 67 51 16 19 14 5

5 ボート 203 58 43 15 12 3 5 14 0 6 0 6

6 ホッケー 80 34 26 8 8 0 0 0 0 0 0 0

7 ボクシング 94 43 41 2 0 2 3 3 0 0 0 0

8-1 バレーボール 213 69 19 50 37 13 18 8 10 20 4 16

8-2 ﾋﾞｰﾁﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 153 53 27 26 1 25 33 2 31 10 0 10

9-1 体操（競技） 210 77 51 26 21 5 10 13 0 11 15 0

9-2 新体操 114 36 21 15 7 8 11 15 0 20 7 13

9-3 トランポリン 99 11 6 5 0 5 7 0 7 1 0 1

10 バスケットボール 292 127 55 72 50 22 30 20 10 26 12 14

11 レスリング 146 43 41 2 1 1 2 1 1 2 0 2

12 セーリング 220 35 22 13 10 3 6 2 4 27 0 27

13 ウエイトリフティング 109 38 29 9 6 3 4 10 0 2 3 0

14 ハンドボール 202 72 62 10 7 3 5 0 5 3 0 3

15 自転車 186 139 89 50 18 32 42 18 24 39 21 18

16 ソフトテニス 202 100 12 88 32 56 74 29 45 11 0 11

17 卓球 191 88 27 61 47 14 21 49 0 18 107※ 0

18 軟式野球 239 82 11 71 41 30 40 0 40 21 0 21

19 相撲 165 60 44 16 6 10 14 3 11 9 5 4

20 馬術 137 67 58 9 6 3 5 5 0 2 1 1

21 フェンシング 102 25 25 0 0 0 0 0 0 0 0 0

22 柔道 198 88 40 48 40 8 12 9 3 3 0 3

23 ソフトボール 309 120 40 80 33 47 62 8 54 42 8 34

24 バドミントン 310 190 15 175 133 42 51 21 30 17 7 10

25 弓道 173 57 15 42 41 1 2 12 0 0 0 0

26 ライフル射撃 132 121 94 27 13 14 19 0 19 0 2 0

27 剣道 112 27 27 0 0 0 0 0 0 0 0 0

28 ラグビーフットボール 156 51 33 18 14 4 6 11 0 2 2 0

29 スポーツクライミング 95 91 20 71 8 63 83 67 16 66 3 63

30-1 カヌー(ＳＰ) 113 93 46 47 28 19 25 15 10 21 4 17

30-2 カヌー(ＳＷ) 145 92 63 29 4 25 33 0 33 30 8 22

31 アーチェリー 89 33 12 21 11 10 15 10 5 11 5 6

32 空手道 176 47 43 4 0 4 6 4 2 6 0 6

33 なぎなた 101 43 40 3 2 1 2 0 2 2 0 2

34 ボウリング 84 24 2 22 10 12 18 11 7 7 5 2

35 ゴルフ 158 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

36 トライアスロン 113 68 32 36 28 8 11 24 0 6 9 0

37 銃剣道 93 27 15 12 9 3 4 1 3 5 0 5

39 高校野球 139 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7,744 3,528 1,520 2,008 1,177 831 1,120 517 681 795 254 640

　　　　　　　　　※既に従事者が確保できている階級の資格の取得者を含む

合　　計

　　　　　　　　　　内訳

競技名

競技
役員数

資格が
必要な
競技役
員数

県外から
の派遣
数

第79回国民スポーツ大会　審判員・要資格運営員養成計画および実績

№
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付託・委任

報告

専 門 委 員 会
役割：常任委員会から付託、委任された事項の調査・審議と決定

わたＳＨＩＧＡ輝く国スポ・障スポ実行委員会 組織図（素案）

県外・県市町共催等競技会運営委員会
役割：常任委員会から委任された事項の決定

総 会
構成：会長（知事）、副会長、常任委員、委員、顧問、参与
役割：大会の開催方針、会則の制定・改廃、予算・決算、常任委員会への委任事項に関する審議・決定

常任委員会

馬術競技[三木ホースランドパーク（兵庫県三木市）]

にかかる運営全般の審議検討

馬術競技会運営委員会

委任

付託・委任
報告

必要に応じて報告

必要に応じて報告

総務企画専門委員会

競技運営専門委員会

式典・会場専門委員会

輸送・交通専門委員会

医事・衛生専門委員会

広報・県民運動専門委員会

全国障害者ｽﾎﾟｰﾂ大会専門委員会

警備・消防専門委員会

わたＳＨＩＧＡ輝く国スポ・障スポ実行委員会
平成25年10月31日設置(設置時は第79回国民体育大会滋賀県開催準備委員会）、令和４年８月７日改組（予定）

ラグビーフットボール競技[滋賀県希望ヶ丘文化公園（野洲市）]

にかかる運営全般の審議検討 【県】

ラグビーフットボール競技会運営委員会

自転車競技（トラック・レース）[向日町競輪場（京都府向日市）]
にかかる運営全般の審議検討

自転車（トラック・レース）競技会運営委員会

構成：会長（知事）、副会長、常任委員
役割：総会から委任された事項、専門委員会の設置と付託・委任事項に関する審議・決定

ﾗｲﾌﾙ射撃競技（50m、10m、BR・BP）[能勢ライフル射撃場（大阪府能勢町）]
にかかる運営全般の審議検討

ライフル射撃（50m、10m、BR・BP）競技会運営委員会

特別委員会
役割：専門分野

における調査・

審議と決定

ボウリング競技[ラピュタボウル彦根（彦根市）]
にかかる運営全般の審議検討 【県・彦根市・豊郷町・甲良町・多賀町共催】

ボウリング競技会運営委員会

子
ど
も
・
若
者
参
画
特
別
委
員
会

募
金
･
協
賛
推
進
特
別
委
員
会

県

外

県
市
町
共
催
等

報告事項（２）

宿泊専門委員会

8月7日
第10回準備委員会総会

【審議・決定】

9月～11月
【委員委嘱】

1月～2月
各競技会運営委員会開催

今年度のスケジュール予定
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わたＳＨＩＧＡ輝く国スポ・障スポ実行委員会 

県外・県市町共催等競技会運営委員会規程（案） 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は、わたＳＨＩＧＡ輝く国スポ・障スポ実行委員会会則（以下「会則」 

   という。）第 10 条第１項第４号の規定に基づき、県外・県市町共催等競技会運営 

   委員会（以下「運営委員会」という。）の組織および運営について必要な事項を定 

   めるものとする。 

（運営委員会の種類等） 

第２条 運営委員会の種類および常任委員会からの委任事項は、別表のとおりとする。 

（構成） 

第３条 運営委員会は、わたＳＨＩＧＡ輝く国スポ・障スポ実行委員会（以下「実行委 

   員会」という。）の会長（以下「会長」という。）が委嘱した者（以下「委員」とい 

   う。）をもって構成する。 

（役員） 

第４条 運営委員会に次の役員を置く。 

（1） 委員長  １名 

（2） 副委員長 若干名 

２ 委員長および副委員長は、委員のうちから会長が委嘱する。 

３  委員長は、委員会を代表し、会務を総理する。 

４  副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときは、あらかじめ委員長の 

 指名した副委員長がその職務を代理する。 

（会議）  

第５条  運営委員会は、委員長が招集し、委員長がその議長となる。 

２ 運営委員会は、委員の過半数の出席がなければ開会し、議決することができない。 

 ただし、委員は、あらかじめ通知された事項について、代理人に権限を委任し、また 

 は書面で議決に加わることができる。 

３ 運営委員会は必要があるときは、委員以外の者の出席を求め、その意見または説明 

 を聞くことができる。 

４ 運営委員会の議事は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数のときは議長の 

 決するところによる。 
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（部会） 

第６条  運営委員会は、必要があるときは、部会を設けることができる。 

２ 部会の委員は、会長が委嘱する。 

３ 部会に関する事項は、委員長が定める。 

（委任） 

第７条  この規程に定めるもののほか、運営委員会の運営に関し必要な事項は、委員 

   長が会長の承認を得て別に定める。 

 付 則 

この規程は、令和４年８月７日から施行する。 

 

 

別表（第２条関係） 

 

種 類 委任事項 

自転車（トラック・レース） 

競技会運営委員会 

１ 総合的な計画の推進に関すること        

２ 競技施設等の整備計画の推進に関すること 

３ 広報活動および県民運動の推進に関すること                

４ 競技運営に係る計画の推進に関すること 

５ 宿泊業務に関すること 

６ 医療救護、食品衛生および環境衛生に関する 

 こと 

７ 輸送および交通に関すること 

８ 警備および消防防災に関すること 

９ 馬事衛生に関すること（馬術競技会運営委員 

 会に限る。） 

10 その他競技会を開催するために必要な事項に 

 関すること 

馬術 

競技会運営委員会 

ライフル射撃（50m、10m、BR・BP） 

競技会運営委員会 

ラグビーフットボール 

競技会運営委員会 

ボウリング 

競技会運営委員会 
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○第79 回大会本大会開催地（滋賀県）の決定について

月

日 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

曜日 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

摘
要

　水泳競技会については、第64回大会（新潟県）以降、9月中旬までに実施することとしており、関係団体
間において競技会日程を調整する。

9月 10月

令和４年度第１回国民体育大会委員会での決定事項について

（令和４年６月７日開催）

　標記大会について、滋賀県を開催地とすること、その会期を令和7年（2025年）9月28日（日）～10月8日
（水）の11日間で実施することについて併せて承認。本件については、7月14日（木）開催の第３回理事会
の決議により正式決定となる。

第79回国民スポーツ大会（滋賀県）会期

≪会期≫ 令和7年9月28日（日）～10月8日（水）　11日間

報告事項（３）- １
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（令和4年度第1回国民体育大会委員会【R4.6.7】）

会場地 式典会場

彦根市 (仮称）金亀公園陸上競技場

１．正式競技

種別 会場地 競技会場

陸上競技 全種別 彦根市 (仮称）金亀公園陸上競技場

競泳 全種別

飛込 全種別

水球
少年男子
女子

ｱｰﾃｨｽﾃｨｯｸｽｲﾐﾝｸﾞ 少年女子

ｵｰﾌﾟﾝｳｫｰﾀｰｽｲﾐﾝｸﾞ
男子
女子

長浜市 長浜市南浜町地先特設会場

東近江市総合運動公園布引陸上競技場

京セラ株式会社滋賀八日市工場総合グラウンド

皇子山総合運動公園陸上競技場

伊香立公園芝生グラウンド

少年男子 守山市 野洲川歴史公園サッカー場（ビッグレイク）

少年女子 甲賀市 甲賀市水口スポーツの森陸上競技場

テニス 全種別 大津市 大石緑地スポーツ村テニスコート

ボート 全種別 大津市
関西みらいローイングセンター（滋賀県立琵琶湖漕艇
場）

OSPホッケースタジアム（滋賀県立伊吹運動場）

米原市伊吹第１グラウンド

ボクシング
成年男子
少年男子
成年女子

東近江市 東近江市能登川アリーナ

成年男子 草津市立総合体育館

成年女子 ＹＭＩＴアリーナ（くさつシティアリーナ）

少年男子 近江八幡市 近江八幡市立運動公園体育館

少年女子 守山市 守山市民体育館

ﾋﾞｰﾁﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ
少年男子
少年女子

長浜市 豊公園自由広場特設会場

競技 全種別

新体操
少年男子
少年女子

トランポリン
男子
女子
成年男子
少年男子

大津市 滋賀アリーナ

成年女子 野洲市 野洲市総合体育館

少年女子 草津市 ＹＭＩＴアリーナ（くさつシティアリーナ）

レスリング
成年男子
少年男子
女子

栗東市 栗東市民体育館

セーリング 全種別 大津市 大津市柳が崎特設セーリング会場

ウエイトリフティング
成年男子
少年男子
女子

高島市 滋賀県立安曇川高等学校体育館

成年男子
成年女子

彦根市スポーツ・文化交流センター

少年女子 彦総グリーンアリーナ(彦根総合高等学校体育館)

少年男子
少年女子

近江八幡市立運動公園体育館

少年男子 あづちマリエート

第79回国民スポーツ大会（滋賀県）実施競技一覧

式典

総合開・閉会式

競技

水泳
草津市 （仮称）草津市立プール

滋賀アリーナ

サッカー

成年男子 東近江市

少年女子 大津市

ホッケー 全種別 米原市

バレーボール
6人制

草津市

体操 大津市

バスケットボール

ハンドボール

彦根市

近江八幡市
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トラック・レース
成年男子
少年男子
女子

京都府向日市 向日町競輪場

ロード・レース
成年男子
少年男子
女子

東近江市 東近江市特設ロードレースコース

ソフトテニス 全種別 長浜市 長浜市民庭球場

卓球 全種別 野洲市 野洲市総合体育館

近江八幡市 近江八幡市立運動公園野球場

草津市 草津グリーンスタジアム

守山市 守山市民球場

甲賀市 甲賀市民スタジアム

東近江市 東近江市ひばり公園湖東スタジアム

日野町 大谷公園野球場

相撲
成年男子
少年男子

長浜市 長浜バイオ大学ドーム（滋賀県立長浜ドーム）

馬術
成年男子
成年女子
少年

会場地未選定

柔道
成年男子
少年男子
女子

長浜市 長浜伊香ツインアリーナ

成年男子 東近江市 東近江市総合運動公園布引多目的グラウンド

成年女子 高島市 高島市今津総合運動公園第１グラウンド・第２グラウンド

少年男子 草津市 草津市立野村運動公園グラウンド

守山市民運動公園ソフトボール場

守山市民球場

フェンシング 全種別 大津市 ウカルちゃんアリーナ（滋賀県立体育館）

バドミントン 全種別 大津市 滋賀アリーナ

弓道 全種別 彦根市 彦根市スポーツ・文化交流センター

25ｍ 成年男子 大津市 滋賀県警察学校射撃場

50ｍ
成年男子
成年女子

10ｍ 全種別

ＢＲ・ＢＰ
少年男子
少年女子

剣道 全種別 湖南市 湖南市総合体育館

リード

ボルダリング

7人制
成年男子
女子

15人制 少年男子

スプリント 全種別 東近江市 伊庭内湖特設コース

スラローム
ﾜｲﾙﾄﾞｳｫｰﾀｰ

成年男子
成年女子

大津市 瀬田川特設カヌー会場

アーチェリー 全種別 愛荘町 愛荘町スポーツセンター秦荘グラウンド

空手道 全種別 大津市 ウカルちゃんアリーナ（滋賀県立体育館）

銃剣道
成年男子
少年男子

高島市 新旭体育館

なぎなた
成年女子
少年女子

彦根市
パナソニック株式会社くらしアプライアンス社彦根工場多
目的ホール

ボウリング 全種別 彦根市 ラピュタボウル彦根

成年男子 栗東市 琵琶湖カントリー倶楽部

少年男子 甲賀市 ベアズパウ　ジャパン　カントリークラブ

女子 東近江市 名神八日市カントリー倶楽部

トライアスロン
成年男子
成年女子

近江八幡市 近江八幡市特設トライアスロン会場

18市町 58会場

能勢ライフル射撃場

自転車

軟式野球 成年男子

ソフトボール

少年女子 守山市

ライフル射撃 大阪府豊能郡
能勢町

スポーツクライミング 全種別 竜王町 竜王町総合運動公園

ラグビーフットボール 野洲市 滋賀県希望が丘文化公園

カヌー

ゴルフ

37競技
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２．特別競技

種別 会場地 競技会場

硬式 ― 大津市
マイネットスタジアム皇子山（皇子山総合運動公園野球
場）

甲賀市 甲賀市民スタジアム

高島市 高島市今津運動公園今津スタジアム

3市 3会場

３．公開競技

種別 会場地 競技会場

綱引 ― 近江八幡市 近江八幡市立運動公園体育館

ゲートボール ― 長浜市 長浜バイオ大学ドーム（滋賀県立長浜ドーム）

武術太極拳 ― 野洲市 野洲市総合体育館

パワーリフティング ― 栗東市 栗東市民体育館

グラウンド・ゴルフ ― 甲賀市 甲賀市水口スポーツの森

バウンドテニス ― 草津市 ＹＭＩＴアリーナ（くさつシティアリーナ）

エアロビック ― 守山市 守山市民体育館

7市 7会場

競技

高等学校野球
軟式 ―

1競技

競技

7競技
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４．デモンストレーションスポーツ

会場地 競技会場

インディアカ 草津市 ＹＭＩＴアリーナ（くさつシティアリーナ）

ウォーキング 近江八幡市 西の湖一帯

カローリング 甲賀市 甲賀市水口体育館

守山市民球場

守山市民運動公園守山市民スポーツ広場

キンボールスポーツ・レクリエーション 湖南市 湖南市総合体育館

里湖で地域を結ぶウォーキング 高島市 高島市内

スポーツウエルネス吹矢 草津市 ＹＭＩＴアリーナ（くさつシティアリーナ）

スポーツ鬼ごっこ 野洲市 野洲市野洲川河川公園

スポーツ拳法 大津市 皇子が丘公園体育館

スポーツチャンバラ 栗東市 栗東市民体育館

スリースマイルゴルフ 大津市 和邇市民運動広場グラウンド

スローイングビンゴ 栗東市 栗東市民体育館

ソフトバレーボール 甲賀市 甲賀市水口体育館

ネットでポンポイ 東近江市 東近江市総合運動公園布引体育館

ノルディック・ウォーク 草津市 草津川跡地公園de愛ひろば

ひこねスーパーカロム 彦根市 彦根市スポーツ・文化交流センター

百人一首競技かるた 大津市 滋賀県立武道館

ビリヤード 栗東市 栗東市民体育館

フットサル 米原市 ＢＩＧ-ＢＲＥＡＴＨイブキサッカースタジアム

マリンスポーツフェスティバル 野洲市
琵琶湖マイアミ浜（野洲市中主Ｂ＆Ｇ海洋センター艇庫
前）

モルック 多賀町 多賀町Ｂ＆Ｇ海洋センター屋内多目的運動広場

ユニカール 長浜市 長浜伊香ツインアリーナ

ＯＳＰホッケースタジアム（県立伊吹運動場）

米原市伊吹第１グラウンド

ラジオ体操第3（初代・二代目） 大津市 皇子が丘公園体育館

14市町 21会場

ユニホック 米原市

24競技

競技

還暦軟式野球 守山市
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（令和4年度第1回国民体育大会委員会【R4.6.7】）

 ○ライフル射撃競技における実施種目及び参加人員の変更について

■改定内容

【現行（第77回大会〔栃木県〕）】 【変更案】
種

別

種

目

記

号

フ

ァ

イ

ナ

ル

の

有

無

監

督

選

手

参

加

都

道

府

県

計

種

別

種

目

記

号

フ

ァ

イ

ナ

ル

の

有

無

監

督

選

手

参

加

都

道

府

県

計

50mライフル男子三姿勢120発競技（FR3×40） A 有 1 22 50mライフル男子三姿勢120発競技（FR3×40） 有

50mライフル男子立射40発競技（FR40） 有

50mライフル男子伏射60発競技（FR60PR） B 有 50mライフル男子伏射60発競技（FR60PR） 有 1 22

50mライフル男子膝射20発競技（FR20K） C 無

10mエア・ライフル男子立射60発競技（AR60） D 有 10mエア・ライフル男子立射60発競技（AR60） 有 1 24

10mエア・ライフル男子伏射60発競技（AR60PR） E 無

10mエア・ピストル男子60発競技（AP60） F 有 1 24 10mエア・ピストル男子60発競技（AP60） 有 1 24

25mセンター・ファイア・ピストル男子60発競技（CFP60） G 有 25mセンター・ファイア・ピストル男子60発競技（CFP60） 有

25mセンター・ファイア・ピストル男子30発競技（CFP30） H 無 25mセンター・ファイア・ピストル男子30発競技（CFP30） 無

50mライフル女子三姿勢120発競技（FR3×40） I 有 50mライフル女子三姿勢120発競技（FR3×40） 有

50mライフル女子伏射60発競技（FR60PR） J 無 50mライフル女子伏射60発競技（FR60PR） 無

10mエア・ライフル女子立射60発競技（AR60W） K 有 10mエア・ライフル女子立射60発競技（AR60W） 有 1 47

10mエア・ライフル女子伏射60発競技（AR60PRW） L 無

10mエア・ピストル女子60発競技（AP60W） M 有 1 24 10mエア・ピストル女子60発競技（AP60W） 有 1 24

M

I

X

成

年

10mエア・ライフルミックス競技（AR Mix） N 有 2 （12）

M

I

X

成

年

10mエア・ライフルミックス競技（AR Mix） 有 2 （12）

10mエア・ライフル少年男子立射60発競技（AR60J） O 有 1 24 10mエア・ライフル少年男子立射60発競技（AR60J） 有

10mエア・ライフル少年男子立射30発競技（AR30J） 有

ビーム・ライフル少年男子立射60発競技（BR60J） P 有 1 47 ビーム・ライフル少年男子立射60発競技（BR60J） 有 1 47

ビーム・ピストル少年男子60発競技（BP60J） Q 有 1 16 ビーム・ピストル少年男子60発競技（BP60J） 有 1 16

10mエア・ライフル少年女子立射60発競技（AR60WJ） R 有 1 24 10mエア・ライフル少年女子立射60発競技（AR60WJ） 有

10mエア・ライフル少年女子立射30発競技（AR30WJ） 有

ビーム・ライフル少年女子立射60発競技（BR60WJ） S 有 1 22 ビーム・ライフル少年女子立射60発競技（BR60WJ） 有 1 22

ビーム・ピストル少年女子60発競技（BP60WJ） T 有 1 16 ビーム・ピストル少年女子60発競技（BP60WJ） 有 1 16

M

I

X

少

年

ビーム・ライフル少年ミックス競技（BRJ Mix） U 有 2 （12）

M

I

X

少

年

ビーム・ライフル少年ミックス競技（BRJ Mix） 有 2 （12）

■改定理由

■改定時期
 2024年開催の第78回大会（佐賀県）から適用

少
年
男
子

少
年
女
子

1 428

24

22

22

47

47

1

1

1

成
年
男
子

成
年
女
子

1

1

47

成
年
女
子 1

 ・ライフル射撃競技全体の競技得点に占める少年種別の競技得点割合を高める（現行：33.3%⇒改定案：42.9%／総得点数：756）ことで、少年種別及び女子種別の拡充を図ると
  ともに、ジュニアアスリートの発掘・育成・強化をより一層推進するため。
 ・他の大会での実施種目との整合性や、伏射種目を専門とする実施競技者数の減少、国際レベルでの競技会等に向けた強化方針（立射での得点獲得が勝敗に優位に働くこと）を
  踏まえ、膝射種目及び伏射種目を取りやめ、立射種目を追加することで強化を図るため。
 ・伏射種目を取りやめることで、10m射撃場の射座の幅を縮小（幅1mで実施）することが可能となるため。
 ・上記変更案については、現行から参加人員及び競技得点総数の増加がなく、また、競技会運営においても、現行の運営スケジュールを大幅に延長することがない。

ライフル射撃競技実施種目の変更

221

241

削 除

削 除

削 除

1 22

少
年
男
子

成
年
男
子

241
少
年
女
子

428

1

削 除

削 除削 除

報告事項（３）- ２
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開催手続 主な準備業務

2012年
(平成24年)

岐阜 13年前 国体検討懇話会の設置　→　「検討結果報告書」の提出

2013年
(平成25年)

東京 12年前

2014年
(平成26年)

長崎 11年前

2015年
(平成27年)

和歌山 10年前

2016年
(平成28年)

岩手 9年前

2017年
(平成29年)

愛媛 8年前

2018年
(平成30年)

福井 7年前

2019年
(令和元年)

茨城 6年前

2020年
（令和2年）

鹿児島
（延期）

5年前

2021年
（令和3年）

三重
（中止）

4年前

2022年
（令和4年）

栃木 3年前

2023年
（令和5年）

鹿児島 2年前

2024年
（令和6年）

佐賀 1年前

2025年
（令和7年）

滋賀 開催年

年　度

第79回国民スポーツ大会・第24回全国障害者スポーツ大会の令和４年度の取組について

競
技
施
設
の
整
備

内々定 （7/24）
（開催申請書提出順序の了解）

決 定（7/14予定）

リハーサル大会（国スポ）

国体開催準備委員会の設立

国ｽﾎﾟ・全国障害者ｽﾎﾟｰﾂ
大会実行委員会

開催要望書
の提出(4/11)

各
専
門
委
員
会
等
に
お
い
て
、
開
催
準
備
に
関
す
る
諸
事
項
を
審
議
・
検
討

リハーサル大会（障スポ）

国体・全国障害者スポーツ
大会開催準備委員会

開催基本方針策定

開催基本構想
の策定

開催基本方針改正

会
場
地
の
選
定
（主
会
場
を
除
く
）

彦根総合運動場に決定

会場地第一次内定（5競技）

寄
附
募
集
の
推
進

募
金
・
企
業
協
賛
の
推
進

マスコットキャラクタ―
の選定

大会愛称・スローガン
の決定

県
民
運
動
の
推
進

競
技
役
員
等
の
養
成
・
確
保

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
・
養
成

施設整備完了
（改修・修繕）

第79回国民スポーツ大会 ・ 第24回全国障害者スポーツ大会 開催

開催申請書
の提出(6/3)

主会場
の選定

会場地第二次内定（12競技）

会場地第三次内定（11競技）

中央競技団体

正規視察

会場地第四次内定（6競技）

会場地第五次内定（2競技）

内 定 (7/17)

内 定※ (10/8)※令和7年開催

会場地第六次内定（3競技）

１ 開催準備スケジュール（概要）

会場地第七次内定（1競技）

報告事項(４)

会場地第八次内定（1競技）

会場地第九次内定（1競技）

イメージソングの決定

会場地総合視察

会場地第十次内定（1競技）
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開催準備委員会の運営　

◆ 総会（1回）、常任委員会（２回）、専門・特別委員会（各1回～必要に応じて）の開催等

若い世代の意見を反映　

◆　小学生から大学生世代が委員の「子ども・若者参画特別委員会」において、開催準備やスポーツ振興

　　等について調査・提言活動を実施する。

中央競技団体正規視察の実施　

◆　各会場地における正式競技・特別競技の開催準備に資するため、平成30年度から順次中央競技団体

　　 の会場地視察を受け、会場施設等の整備、競技運営等についての具体的な指導助言を得る。R4年度

　　 は4競技の実施を予定。

会場地総合視察の受け入れ　

◆　第７９回国民スポーツ大会の開催決定にあたり、（公財）日本スポーツ協会および文部科学省（スポー 

   ツ庁）等が大会の会場地及び準備状況等を総合的に視察される。

広報・県民運動の展開　

◆　大会の愛称やスローガン、大会マスコットキャラクター、イメージソングを活用した各種広報活動の展

　　開や、開催決定を記念したイベントの開催、花いっぱい運動の準備を行うなど大会広報と機運醸成を

　　図る取組を進める。

競技会場地の選定　

◆　国スポ開催にあたり、競技基準を満たすための大規模な仮設が必要な競技等について、仮設方法や

　　その費用の算定を行うことで、効率的な会場設営を行うための基礎資料を整える。

競技運営にかかる検討　

◆　引き続き、各競技団体が実施する役員養成事業に対する補助を行うとともに、開催に必要な競技用具

　　の確保に向けた計画や競技運営にかかる役員編成等を検討する。

障スポ特有の準備　

◆　引き続き、競技役員の養成を行うとともに、資格審査など競技運営に必要な準備について検討を始め

　　る。

◆　引き続き、大会に必要な手話・要約筆記ボランティア、選手団サポートボランティアの確保に向けた事

　　業を行う。　

輸送・交通にかかる検討　　
◆　両大会の開・閉会式輸送にかかる基本計画を策定する。

宿泊にかかる検討　

◆　宿泊施設の宿泊料金や施設の概要等を調査し、宿泊施設情報のデータベースを作成する。

式典・会場にかかる検討

◆　両大会の開・閉会式などの式典内容や開・閉会式会場仮設施設整備について基本計画を作成する。

警備・消防にかかる検討

◆　大会開催時の警備・消防について検討を行う。

募金・協賛の推進　

◆　「募金推進計画」に基づき、募金を推進する（街頭募金、イベント・大会とのタイアップ、募金グッズ販

　　売、企業への寄附依頼等）とともに、企業協賛制度を構築し、協賛金・物品の提供について企業への

　　依頼を行う。

事務局費　

◆　事務局員経費、職員旅費、事務用品購入費等

市町競技施設整備費補助　

◆  競技会場となる市町立施設の整備事業に要する経費に対して補助金を交付。

２ 開催準備にかかる令和４年度の主な取組

25



国スポ開催準備（実行）委員会 競技団体・市町

平成28年度
（開催９年前）

平成29年度
（開催８年前）

平成30年度
（開催７年前）

令和元年度
（開催６年前）

令和２年度
（開催５年前）

令和３年度
（開催４年前）

令和４年度
（開催３年前）

令和５年度
（開催２年前）

令和６年度
（開催１年前）

令和7年度
開催年

競技運営専門委員会の主な審議事項のスケジュール

平成26年度
（開催11年前）

平成27年度
（開催10年前）

競技役員等に関する基礎調査（3～4月）

調査結果の集約ヒアリング

各競技団体競技役員養成計画策定

競技役員等
の養成

開催種目決定（見込）

競技団体担当者連絡会（３月）

競技団体担当者連絡会（4月）

リハーサル大会

基礎調査についての説明

競技役員等の養成についての説明

国民スポーツ大会 全国障害者スポーツ大会

公開競技実施基本方針

競技運営基本方針

デモンストレーションスポーツ実施基本方針

リハーサル大会開催基準要項記録業務基本方針

競技用具整備基本方針

競技用具整備要項

記録業務基本計画

第1回競技運営専門委員会（2月）

・競技役員等編成基本方針
・競技役員等養成基本方針
・競技役員等養成基本計画

競技用具
の整備

公開競技
の選定

ﾃﾞﾓｽﾎﾟ競技
の選定

第2回競技運営専門委員会（2月）

年次養成計画の第
1期見直し

・審判員・要資格運営員養成計画

第3回競技運営専門委員会（6月）

第４回競技運営専門委員会（4月）

第5回競技運営専門委員会（9月）

第6回競技運営専門委員会（2月）

競技役員等編成基本方針の改正 競技役員等養成基本方針の改正

競技役員等養成基本計画の改正

第8回競技運営専門委員会（2月）

第7回競技運営専門委員会：書面開催（5月）

第9回競技運営専門委員会：書面開催（5月）

第10回競技運営専門委員会（12月）

県記録本部設置場所案

リハーサル大会認定

リハーサル大会運営要領案

リハーサル大会候補競技会案 練習会場最終案

県記録本部設置要綱案

リハーサル

大会の検討

競技役員等
の編成

練習会場
の選定

競技別会期最終案

第11回競技運営専門委員会：書面開催（6月）

第12回競技運営専門委員会（2月）

大会実施要項総則案

自衛隊協力要請基本方針案

令和5年度以降については、年2回程度の開催予定

報告事項（５）

第13回競技運営専門委員会（7月）

第14回競技運営専門委員会（冬頃）

デモンストレーションスポーツ実施基準要項案
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